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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
7月15日～8月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

平成 29 年度　能都共同福祉会館　解体工事 宇出津 総務課 45,360,000 円 須美矢建設㈱

平成 29 年度　内部事務系パーソナルコン
ピュータ購入

柳 田（ 柳 田
庁舎） 広報情報推進課 10,450,944 円 ㈱千間啓文社

平成 29 年度　柳田植物公園　のとキリシ
マツツジ植栽工事 上町 ふるさと振興課 12,582,000 円 柳田庭園

平成 29 年度　医療器械整備事業　その 5
宇 出 津（ 公
立 宇 出 津 総
合病院）

病院 8,532,000 円 アルク㈱

平成 29 年度　医療器械整備事業　その 6
宇 出 津（ 公
立 宇 出 津 総
合病院）

病院 8,100,000 円 冨木医療器㈱

平成 29 年度　配水管布設替工事（羽根地内） 羽根 上下水道課 10,238,400 円 鈴平建設㈱

平成 29 年度　農業集落排水事業（機能強
化）　瑞穂地区　舗装本復旧工事　その 1 小垣 上下水道課 16,632,000 円 丸建道路㈱

平成 29 年度　立壁集会所建設工事 立壁 総務課 18,829,800 円 ㈲加原工務店

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事
業　町道 1 級上町 2 号線　道路改良工事（舗
装工）

上町 建設課 19,224,000 円 島屋建設㈱

平成 29 年度　地方創生道整備推進交付金
事業　町道 1 級黒川 1 号線　道路改良工事 黒川 建設課 5,335,200 円 ㈲宮口建設

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事
業　町道真脇 3 号線　災害防除工事 真脇 建設課 5,832,000 円 ㈱ランドスケー

プ開発

平成 29 年度　生活基盤施設耐震化等交付
金　水道施設等耐震化事業　配水管布設替
工事（その 2）

崎山 上下水道課 19,386,000 円 ㈱三宅配管

平成 29 年度　生活基盤施設耐震化等交付
金　水道施設等耐震化事業　配水管布設替
工事（その 3）

崎山 上下水道課 11,718,000 円 ㈲水上設備

■開催日・場所
開催日　10 月 22 日㊐
場　所　柳田植物公園特設会場　

今年は能登牛の肉まつりコーナーを設け
パワーアップ！さらにイベントを盛り上
げていきます！

■注意事項
（出店者の制限）

①能登町内に住所を有するもの。
②出店申し込みにあたり、実行委員会でふさわしくな
いと判断した場合は、申し込みをお断りすることがあ
りますので、あらかじめご了承ください。
③出店者が多数の場合、抽選になります。

問秋の味覚市実行委員会事務局（ふるさと振興課内）☎ 62-8532　FAX62-8538

10 月 22 日㊐は秋の味覚と「能登牛」肉祭り in 能登町

秋のイベントを一緒に盛り上げる出店者を募集します。

■味覚市「フリーマーケット方式」
（出店区画・設備、区画使用料）

①出店者が多い場合は、販売時間や区画を制限させて
いただくことがあります。
②きのこなど秋の味覚を自由に販売していただくた
め、出店料は無料とします。
③イス、テーブル有。

■テナント市
（出店区画・設備、区画使用料）

①１区画毎（１区画＝ 2,700mm × 3,600mm）
②テントなし　　　1 区画毎　￥1,000
　テント持ち込み　1 区画毎　￥3,000
　テント貸し出し　1 区画毎　￥5,000
③イス、テーブル、100V 電源 1 個、水道有。

■申込期限
締め切り　9 月 20 日㊌
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。

　

平
成
29
年
9
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1
日
現
在
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所

ま
た
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あ
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漁
業
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係
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12
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以
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ま
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満
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以
上
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、
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、

漁
船
を
使
用
す
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た
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㊋

　
　
　
　
　
　

午
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午
後
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提
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町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
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内
浦

庁
舎
窓
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・
小
木
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鵜
川
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県
漁
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協
同
組
合
能
都
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内
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出
張
所

※
申
請
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
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ン
ロ
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ド
で
き
ま
す
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０
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防
操
法
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ス

　

７
月
29
日
、
石
川
県
消
防
学
校
に
お
い
て

第
65
回
石
川
県
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
、

能
登
町
消
防
団
か
ら
は
三
波
分
団
が
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
県
内
の
18
分
団
が
参

加
し
た
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
お
い
て
三
波

分
団
は
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

練習の成果を披露した団員

申込先・詳しくは問のと海洋ふれあいセンター　☎ 74-1919、FAX74-1920、E-mail：nmci@notomarine.jp

秋の海はいろいろな種類の魚たちを観察すること
ができる、もっともにぎやかな季節です。釣りの
餌を自分でつかまえて、竹ざおと簡単な「しかけ」
で魚釣りを楽しみます。

のと海洋ふれあいセンターのプログラム　　

さかなつりにチャレンジ！

日時　9 月 16 日㊏　13:30 ～ 15:30
対象
特に制限はありません。小学校低学年生以下の方は
1 人につき 1 人以上の保護者同伴でお願いします。

定員　20 人
場所　のと海洋ふれあいセンター
参加費
無料（高校生以上は入館料 200 円が必要です）
準備するもの
帽子、タオル、着替えなどをお持ちください。
( ライフジャケット、マリンブーツは貸し出します）
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こんな不安を抱える一人暮
らしの方や、ご家族の方に
お応えします！

能登町緊急通報装置貸与事業

問健康福祉課　☎ 72-2503　FAX72-8002

▲

サービス内容

❶緊急通報対応・健康相談対応
　利用者からの通報を看護師や保健師等の福祉有資格

者を配備した「立山相談センター」が 24 時間 365 日

体制で受け、状況に応じて家族や「協力員」に連絡し、

必要に応じて救急車の出動要請を行います。また、普

段の悩みや相談や健康上の相談も受けます。

　※協力員：緊急通報受信時に状況確認をお願いする近隣等に

いる人

❷火災通報対応
　火災センサーが火災を検知した場合「立山相談セン

ター」へ自動通報し、電話により利用者の安否確認や

状況に応じ消防車の出動を要請します。

❸安否通報対応
　規定の時間内において、人感センサーに利用者の動

きの検知が少ない場合、「立山相談センター」に自動

通報し、電話により安否確認を行います。状況に応じ

て家族や「協力員」に連絡。救急車の出動を要請します。

❹お元気コール
　「立山相談センター」から月 2 回、利用者宅へ電話

し健康状態等を確認します。

対象者・費用
対象者　
① 65 歳以上のひとり暮らしの方、②高齢者のみの世

帯、③日中に高齢者のみとなる世帯、④ 1 級または 2

級の身体障害者のみの世帯　など

費用　月額（自己負担）1,000 円～ 3,100 円
※通信料金は別途発生。協力員の登録が必要。

サポート機器

緊急通報装置
　電話機の横等

に設置し、助け

が必要な時、救

急 車 が 必 要 な

時、健康相談し

た い と き に 使

用。受話器を持たずにそのまま立山相談センターの

スタッフと話しができます。

ペンダント型送信機
　ボタンを押すと自動で立山相談センターへ通報する

携帯型の機器

その他、利用者の動きを検知する人感センサー、熱や

煙を検知する火災センサーなどでサポートします。

その他詳細につきましては、健康福祉課までお問い合わせください。

◀
「
緊
急
通
報
装
置
」
本
体

続☆星のささやき

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

こと座のリング星雲
　9 月になると、日の入りが早くなったのを実感します。8 月
から 1 ヶ月で約 45 分も早くなっています。そして、一番星は
木星からベガにバトンタッチされました。
　そのベガのすぐそばには、真ん中に穴が空いているように見
える、リング星雲（M57）があります。恒星がその一生を終え、
膨張して広がったガスが、中心に残された白色矮星によって輝
いて見えています。私たちの太陽も、50 億年後には燃料を使
い果たし、このような姿になる
と考えられています。
　この星雲は満天星の望遠鏡で
も観察することができます。強
く輝く恒星などとは違い、雲の
ように見えるためそう呼ばれま
すが、その淡い輝きに宇宙の神
秘を感じざるを得ません。 こと座のリング星雲（M57）

満天星へのお誘い

　
　デジタルカメラでプラネタリウムの星空を
撮影します。満天星にあるカメラと三脚を使
いますので、カメラを持っていない方でも参
加できます。各日 1 組限定のプレミアムな
イベントです。1 名様のご参加も大歓迎です。
日　程　9 月 9、10、16、17、18、23 日
時　間　16:00 ～ 16:50
定　員　各日 1 組（先着順）
参加費　高校生以上 500 円
　　　　　小中学生 300 円（保護者同伴）
要予約　電話で予約してください
持ち物　SD カードや USB メモリ

☆プラネタリウムの
　　　　星空を撮影しよう！
　　　　　

☆満天星＆図書館合同企画
　　　　　「秋の夜空を見あげて」

日　時　9 月 30 日㊏　18:30 ～
※詳細は広報のと 9 月号 22 ページをご覧ください

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

　掲載している大会結果は主催者、学
校 ま た は 各 競 技 団 体 か ら 情 報 提 供 が
あったものです。

第 38 回北信越中学校総合競技大会
（長野県）

団体　③小木中学校　（坂口慶一、南山空哉、山﨑駿、
北濱拓海、半田大晟）
個人
○小木中学校

・中量級　②坂口慶一
・重量級　③南山空哉　

第 70 回石川県中学校相撲大会
団体（北信越中学校総合競技大会出場権獲得）
③小木中学校　（坂口慶一、南山空哉、山﨑駿、北濱拓海、
半田大晟）
個人（北信越中学校総合競技大会出場権獲得）
○小木中学校　坂口慶一、南山空哉、山﨑駿、北濱拓海、
半田大晟
○松波中学校　高井翔

ニ
ュ
ー
ス

縄
文
時
代
の
生
活
体
験
を

高
倉
公
民
館
で
土
器
作
り

　

7
月
28
日
、
高
倉
公
民
館
で
縄
文
土
器
作

り
が
行
わ
れ
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
10
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
陶
土
を
使
い
、

土
台
、
側
面
の
順
に
器
を
作
り
上
げ
、
最
後

に
、
竹
や
縄
を
使
い
模
様
を
描
き
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

高
倉
公
民
館
で
は
地
域
交
流
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
公
民
館
特
色
あ
る
活

動
事
業
」
と
し
て
「
縄
文
時
代
生
活
体
験
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
縄

文
時
代
の
服
の
再
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
、
第
2
弾
と
し
て
土
器
作
り
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

真剣な面持ちで土器を作る参加者

消防団定例出動招集のため

毎月1日、15日の朝
町全域でサイレン吹鳴

　毎月 1 日と 15 日の朝、午前
7 時 2 分にサイレンを鳴らして
います。
　これは消防団定例出動の演習

招集のために鳴らされるもので
す。皆様のご理解とご協力をお願
いします。

問能登消防署☎ 76-0085

自宅で何かあった時、助けて
くれる人を呼べるだろうか？

離れて暮らす母、父に何
かあったら心配！

一人暮らしは何かと不安。相談
できる人がいると助かるのに
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７
月
20
日
、
農
業
委
員
会
辞
令
交
付
式
が

柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
方
法
が
、
公

選
制
か
ら
、
町
長
の
任
命
制
に
変
更
に
な
っ

て
か
ら
初
め
て
の
辞
令
交
付
で
、
12
名
の
方

に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
に
続
き
初
め
て
の
総
会
が
開

か
れ
会
長
、
副
会
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
辞
令
を
受
け
た
委
員
の
任
期
は
平
成
32

年
７
月
19
日
ま
で
。

　

農
業
委
員
の
皆
さ
ん

会
長　

②
道
下
良
一
（
上
町
）　

ニ
ュ
ー
ス

町
農
業
委
員
会
辞
令
交
付
式

会
長
に
道
下
良
一
氏
就
任

　

農
業
委
員
会
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
委
嘱
状
交
付
式
が
７
月
25
日
、
柳
田
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
な
ど
、
農
地
の
利

用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
た
め
平
成
28
年
4

月
1
日
か
ら
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
道
下

会
長
か
ら
、23
人
の
方
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
。

　

推
進
委
員
委
嘱
状
交
付
式
終
了
後
に
は
、

農
業
委
員
と
と
も
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
お

よ
び
遊
休
農
地
対
策
の
関
す
る
課
題
等
に
つ

い
て
、
県
農
業
会
議
か
ら
、
得
田
信
一
参
事

を
講
師
に
招
き
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 ニ

ュ
ー
ス

農
地
活
用
の
将
来
を
担
う

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
委
嘱

ニ
ュ
ー
ス

地
域
農
業
の
振
興
に
尽
力

農
業
委
員
会
永
年
勤
続
者
表
彰

　

農
業
委
員
会
の
永
年
勤
続
者
表
彰
式
が
7

月
20
日
、
柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
9
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と
し
て
、
地
域
農

業
の
振
興
に
努
力
さ
れ
、
農
業
者
の
地
位
向

上
に
努
め
て
き
た
業
績
を
称
え
て
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
持
木
町
長
よ
り
今
年
の
受
賞
者
5

人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

▽
在
任
24
年　

髙
戸
政
一
（
藤
ノ
瀬
）
松
木

松
雄（
宮
地
）▽
在
任
15
年　

井
上　

茂（
瑞

穂
）
▽
在
任
12
年　

平　

信
一
（
滝
之
坊
）

▽
在
任
9
年　

上
出
八
郎
（
四
方
山
）

永年勤続者表彰を受けた皆さん

持木町長より辞令が手渡された

副
会
長　

⑩
川
崎
時
夫
（
黒
川
）

①
井
上　

茂
（
瑞
穂
）
③
西
谷
内
と
し
え	

（
市
之
瀬
）
④
坂
下
政
浩
（
鈴
ヶ
嶺
）
⑤
谷

口
精
次
（
秋
吉
）
⑥
末
次
芳
幸
（
行
延
）
⑦

中
野
正
人
（
内
浦
長
尾
）
⑧
松
木
松
雄
（
宮

地
）
⑨
的
場
清
一
（
鶴
町
）
⑪
河
原
東
洋
史

（
宮
地
）
⑫
赤
田　

明
（
笹
川
）

※
丸
内
の
数
字
は
議
席
番
号

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

▽
第
1
区　

濵　

勝
男 

（
小
浦
）
▽
第
2
区

新
谷
淳
悦
（
宇
出
津
山
分
）
▽
第
3
区　

川

畑
慎
太
郎
（
曽
又
）
▽
第
4
区　

畑
中
博

司
（
宇
加
塚
）
▽
第
5
区　

木
下
喜
治
（
矢

波
）
▽
第
6
区　

東　

哲
範
（
七
見
）
▽
第

7
区　

赤
﨑
由
美
子
（
瑞
穂
）
▽
第
8
区　

山
﨑
松
雄
（
山
田
）
▽
第
9
区　

松
井
三
代

治
（
鮭
尾
）
▽
第
10
区　

池
田
和
盛
（
柳
田
）

▽
第
11
区　

澁
田
常
善
（
石
井
）
▽
第
12
区

与
野
井
久
雄
（
小
間
生
）
▽
第
13
区　

打
合

功
（
上
町
）
▽
第
14
区　

𦚰　

 

俊
雄
（
中

斉
）
▽
第
15
区　

鳥
毛
一
雄
（
当
目
）
▽
第

16
区　

水
野
広
行
（
黒
川
）
▽
第
17
区　

表

昭
二
（
松
波
）
▽
第
18
区　

浦　

勝
廣
（
駒

渡
）
▽
第
19
区　

畠
中
敏
直
（
宮
犬
）
▽
第

20
区　

上
田
光
雄
（
時
長
）
▽
第
21
区　

川

端
義
雄
（
河
ヶ
谷
）
▽
第
22
区　

上
出
八
郎

（
四
方
山
）
▽
第
23
区　

上
野
久
男
（
越
坂
）

　

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
張
し
、

福
祉
の
仕
事
や
資
格
取
得
、
職
場
体
験
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　

9
月
12
日
㊋　

13
時
半
～
15
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登

※
他
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
出
張
相
談
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

問
石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー☎

０
７
６
（
２
３
４
）
１
１
５
１

お
知
ら
せ

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
出
張
相
談

ニ
ュ
ー
ス

終
戦
の
日
を
前
に

臼う
す
ぶ
ち淵

磐い
わ
お

大
尉
の
顕
彰
碑
を
清
掃

　

当
目
地
区
の
臼
淵
大
尉
顕
彰
会
は
8
月
6

日
、
大
尉
の
顕
彰
碑
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
会
員
10
人
が
碑
の
周
辺
の
雑
草
を
刈

払
機
で
刈
り
取
り
、
碑
を
丁
寧
に
磨
き
ま
し

た
。

　

臼
淵
大
尉
は
、「
敗
レ
テ
目
覚
メ
ル
」
な

ど
の
名
言
を
残
し
、
戦
艦
大
和
と
運
命
を
共

に
し
た
人
物
。
父
・
清
せ
い
ち
ゅ
う忠
氏
が
当
目
出
身
で

す
。
同
会
は
大
尉
の
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
平
成
21
年
に
顕
彰
碑
を
建
立
。
以

臼淵大尉の顕彰碑を清掃する会員

来
毎
年
1
回
、
終
戦
記
念
日
が
近
づ
く
と
清

掃
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

「
働
く
」を
学
ぶわ

く
・
ワ
ー
ク
体
験

　

実
際
に
仕
事
を
体
験
す
る
事
で
、
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
働
く
事
に
対

す
る
意
識
や
職
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
事
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
中
学
生
の
職
場
体
験

学
習
「
わ
く
・
ワ
ー
ク
」
が
町
内
の
事
業
所

等
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
立
中
央
図
書
館
で
は
7
月
26
日
か
ら
の

3
日
間
、
能
都
中
学
校
2
年
生
の
桶
間
尚
斗

さ
ん
と
岩
谷
琉
真
さ
ん
の
2
人
が
、
貸
出
手

続
き
や
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
準
備
な
ど
の

体
験
を
し
ま
し
た
。

図書館員の大切な仕事、書棚の整理を行う生徒

募
集

自
分
の
世
界
を
広
げ
よ
う

冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
5
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。海
外
生
活
を
通
じ
て
交
流
を
体
験
し
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
や
、
は

じ
め
て
海
外
に
行
か
れ
る
方
が
7
割
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作

り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
程　

平
成
29
年
12
月
24
日
㊐
～

平
成
30
年
1
月
4
日
㊍
の
内
6
～
10
日
間

研
修
国　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ

イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ
ス
体
験
・

英
語
研
修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
屋
外

活
動
等

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
選
択
可

対
象　

小
3
～
高
3
ま
で
の
方

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異
な
り
ま
す
。

定
員　

各
グ
ル
ー
プ
15
人

参
加
費　

22
万
8
千
円
～
42
万
8
千
円

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

問
公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

日
常
生
活
で
の
お
困
り
ご
と
、嫌
が
ら
せ
、

差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
（
７
７
１
）
２
０
８

●
相
談
無
料　

●
匿
名
可　

●
秘
密
厳
守

受
付　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
本
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
セ

ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事

業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

問
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー　
　

☎
０
３
（
５
７
７
７
）
１
８
０
２

お
知
ら
せ

ア
イ
ヌ
の
方
々
の

様
々
な
ご
相
談
お
受
け
し
ま
す
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （児童保育）☎72-2512
　  （医療介護）☎72-2502
　  （福祉庶務）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （包括支援）☎72-2513
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

今月の納期　9月30日土
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

21_NOTO＋2017.09 20

ニ
ュ
ー
ス

記
録
更
新
目
指
し
泳
ぐ

小
学
生
水
泳
交
歓
会

　

7
月
28
日
、
第
11
回
能
登
町
小
学
生
水
泳

交
歓
会
が
松
波
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
、町
内
の
小
学
5
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

25
㍍
自
由
形
や
バ
タ
フ
ラ
イ
、
平
泳
ぎ
な
ど

6
種
目
で
競
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
自
己
ベ
ス

ト
更
新
を
狙
い
、
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮

し
ま
し
た
。

力強くスタートを切る児童

ニ
ュ
ー
ス

将
来
を
考
え
る
一
日

能
登
高
校
体
験
入
学

　

7
月
31
日
、
能
登
高
校
で
体
験
入
学
が
行

わ
れ
町
内
外
か
ら
受
験
を
控
え
た
中
学
生
約

１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
平
野
校
長
が
「
今
日
の
体
験

入
学
が
み
な
さ
ん
の
進
路
に
役
立
つ
こ
と
を 農業コースでは調理体験でスイートポテト作り

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
吹
奏
楽
部

が
参
加
し
た
生
徒
ら
を
演
奏
で
歓
迎
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
希
望
に
沿
い
、
お
お

と
り
丸
の
乗
船
体
験
や
車
椅
子
の
使
用
体

験
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
、
各
コ
ー

ス
の
体
験
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
能
登

高
生
か
ら
各
コ
ー
ス
の
特
色
、
卒
業
後
の
進

路
な
ど
の
学
校
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
別
の
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
の
同
級
生
ら
の
声
援
を
受
け
、
力
強
い

泳
ぎ
を
見
せ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

効
率
的
な
経
営
学
ぶ

町
農
業
振
興
協
議
会
講
演
会

美
市
）
の
竹
本
敏
晴
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を

開
き
、
約
50
人
が
Ｉ
Ｔ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
効
率
的
な
稲
作
経
営
を
学
び
ま
し

た
。

　

社
員
６
人
と
経
営
面
積
45
ｈ
ａ
を
要
す
る

同
農
場
は
、全
国
で
も
指
折
り
の
米
生
産
者
。

2
代
目
の
敏
晴
さ
ん
は
、
自
社
の
経
営
拡
大

戦
略
を
説
明
し
、
土
壌
の
状
態
を
瞬
時
に
判

断
し
肥
料
の
量
を
制
御
す
る
最
新
田
植
機
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

自社の効率的な稲作経営について紹介する竹本さん

　

能
登
町
農
業
振
興
協
議
会
は
、
国
民
宿
舎

能
登
や
な
ぎ
だ
荘
で
、
た
け
も
と
農
場
（
能

のと里山空港　9 月のイベント
■ 24 日㊐　おらが故郷お国自慢～宝達志水町～
時間　15:00　　場所　空港 2 階ロビー
内容　PUZZLE&UPPERS による
　　　ダンスコンサート
■9月29日㊎～10月31日㊋
　のっぴーぬりえ「のっぴーとハロウィン」

塗り絵を完成させて、シールとクッキーをもらおう。
時間　9:00 ～ 16:30
場所　空港 2 階ロビー売店

■ 10 日㊐　のっぴーグラスづくり
9 月のデザイン：「のっぴーの稲刈り」
時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　一家族 1 個程度、限定 50 個。参加料無料です。

のっぴーグラス：のっぴーの稲刈り

日時　10 月 15 日㊐ 9:30 ～ 16:00

場所　のと里山空港

　のと里山空港往復航空機利用券が当たる
「のと里山空港じゃんけん大会」や「紙飛行

機　的入れゲーム」、普段は入ることができ
ない滑走路の近くから航空機の離着陸を見学
できる「のと里山空港バスツアー」など多彩
なイベントを開催します。

事前応募制イベント

見てみよう ANA!!　ANA お仕事見学
対象　小学生とそのご家族
　・第 1 回…9:10 集合、9:25 開始　
　・第 2 回…15:00 集合、15:15 開始
所要時間　約 90 分程度
定員　5 家族（20 人程度）
申込方法　往復はがきに希望回（時間）・参加希
望者全員の住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
うえ、9 月 29 日㊎必着でお申し込みください。
はがき 1 枚につき、最大 4 名まで申し込み可。
応募多数の場合は抽選になります。

のと里山空港「空の日」フェスタ

申込・問い合わせ先
〒 929-2392 輪島市三井町洲衛 10 部 11 番 1
　のと里山空港「空の日」実行委員会
　（能登空港管理事務所 内）
　☎ 0768-26-2100　FAX：26-2102 のと里山空港　イベント 検索

のと里山空港ホームページ
http://www.noto-airport.jp/info/

フェスタと
同日開催

日本航空学園「航空祭 2017」 のと里山空港杯アオリイカ釣り大会
日時　10 月 14 ㊏、15 日㊐ 9:00 ～ 16:00
　ヘリコプターでの遊覧飛行やダンス・吹奏楽の
アトラクション、模擬店など内容盛りだくさん。
詳しくはホームページをご覧ください。
航空祭情報リンク：http://jaaw-hs.net

問日本航空学園☎ 0768-26-2255

開催日　10 月 15 日㊐
能登でアオリイカを釣ってみませんか？ゲストの
イカ先生こと冨所潤氏をお迎えして開催します。
詳しくはホームページやフェイスブックでお知ら
せします。

参加者募集！

問のと里山空港賑わい創出実行委員会（県奥能登
総合事務所内）☎ 0768-26-2303


